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特許紹介

＜発明の要旨＞
オイルエア潤滑の機能を損なうことなく内圧の

付与を可能とした軸受潤滑装置．

径方向内外に同心状に配設される２つの環体

２，３の間において接触型シール５で密封されて

なる対向環状空間４内に軸受装置１を配設する．

オイルエアを対向環状空間４内に所要圧力で供給

し，その供給したオイルエアをオイルエア排出路

７を介して対向環状空間４外に排出して軸受装置

１をそのオイルエアで潤滑する軸受潤滑方法にお

いて，オイルエア排出路から排出されるオイルエ

アにエアを外部より作用させて対向環状空間に内

圧を付与することを特徴とする．
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＜発明の要旨＞
グリース飛散による軸受の回転トルクの増加を

極力抑えるとともに，グリースが徐々に外輪側へ

供給されるようにして潤滑不足を防止する保持器

構造の玉軸受．

内輪と外輪と内外輪間の複数の玉と，ポケット

部に玉を保持し玉脱落防止用爪部が形成された合

成樹脂製冠形保持器とを有する玉軸受において，

上記冠形保持器４の爪部７背面7a間を，保持器環

状体５外径部から内径部にわたって環状体５の他

端面5b側に向かって傾斜する傾斜面８としたこと

を特徴としている．
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